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今 ， 北海道 産米 の評価が 高ま っ て い る。 上川 地方 の栽培 の歴史 は比í l攻的新しく， 1 89 1  (明治
本道 の水稲栽培ー面積 は 2 001 (平成13 )年現在 ， 約 2 4 )年に旭川 でのI�I班l が最初 とされる。 」二川盆 地をし l '

122 ， 000 ha で， 1969年に記録 し た最 高面積 266 ， 2 00 心 とした夏期 の高潟 ， 輩出 な水資源に恵 ま れ， 道内四
ha には遠 く 及ばない が ， ご存 じ のよう に日本一 の生 指 の良質米 産地となっ て い る。
JfÆ 県である。 空知 地方 は 1 892 ( 明 治 25 )年の開 田 が最初 とされ

地帯別 には石狩川 沿 い に石狩平野 と l ' 川 翁 地をつな るが， 現在 は道内 で最大 の米 どこ ろ である。 一戸当 た
い で南北 にや11 びる空知 地方 ， 水の都 ・旭川 市 を中心 と りの栽培而杭が大 きい こ とが特徴 である。 自 然 環境は
した上川 地方 ， 石狩平!1'f を擁 する石 狩 地方 ， 1 1 本海側 一様 ではなく ， 強風 地;出， や泥炭地 を抱えて い る。
の北 部に広が る留I沼 地方 ， 広大 な牧 場を有 する11 高・ l 悶98邸 8土年|ド三 に奨励l雨旧品日日日11!穏 となつ た s きらら397' は， J収民主量t'リ川:'1ι:tl七伯|七悩�I
胆 振 地方 ， 本f州、t判i'I の笠山 をイ メ一 ジ させ る後志以南 の道 をi迫l白主ミ求1<ミ する本道 の稲 作に終 止f利4 を打 ち ， 同 時に 「 ま ず
南I地也方 などが 主要な米 どころ てで、 あり， しい3寸1ずr れも特色 の い米」 の代表 と言わ れた迫 産米 もつい に他府り以A並み の
ある特有 の稲 作風景が広が る。 さらに， その北縁に沿 食l床 に達 したこ とを道 内 外 に告 げ た。 その後は， 急激
っ て網走 ， 道北 などのもち 米 産地が位世 して い る。 に栽I音面有i を拡大 し， 道 産米 の評価を高めた。 加 え

1 主産地の特徴 と 北海道米の現状 て ， 1996 年 にさらに良 食味 の品種 e ほ しのゆ め ' の登
最初 に栽培 の古 い JI領 に各主 産地の特徴 をi総�III得 した 場 とともに， 本道稲 作も安定期 に入 っ たか に思 えた

い 。 ま ず ， 道 南 地方 は最 も栽培 の歴 史 が古 く ， 16 85  が ， 1997 年 の急激 な価栴 低下 によっ て ， 生 産者は稲
(貞享 2 )年に他国計11文 月 村 ( 現 大野111] 文月)で高|王l 作経営 の将来が見えない深刻 な事態 に追 い 込 ま れた。
吉右衛門がI'IM回 したのが11':;;矢 とされる。 こ の地帯 は潰 しかしなが ら， 1具l係者の努 力 が徐々 に効を若手 して ，
暖 な気候が特徴 であるが ， 海洋 の);�響 で夏 期も内 |箆 ほ 「 安 い J ， r お い しい 」 道産米 の評価が 定着し， 2 000 年
ど高温 にはならない こ とが多 い 。 多 く の生 産者は野菜
との複 合経符 を展 IÆ して い る。

石 狩 地方 は後ほ ど述 べる留 F街 地方 と同 様 に 1 85 8
( 安政 5 )年頃 には造 回 が なされたとされる。 こ の地
帯 は石狩川 の下流 に位置 し， f在日 な水資 源 を有 する
が ， 泥炭 地を多 く 抱えてい る。

留萌 地方 は海岸 に面 して お り， U は高渦 になるが ，
初期 生育が比較的遅延 しやすい 地:;iY である。 近年， こ
の点 を克服 する努力が実 を結 ん で日品質米 の生産が多
い 地域と位世づ けられてい る。

日 高 ・ 胆振 地方 は 1 8 80 (明治 2 0)年代 には栽培面
積が増加 して い たとされるが ， 夏期 に太平洋 の海援 の
影特 を受 けやすい 地帯; である。
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生産宇; を対象 と し た カ メ ム シmす く い取 り の指;T[.
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度米 では入札価格 も6 0 kg 当たり 1 5 ， 0 0 0 1JJ 台 を取 り
戻 し た。 また， 冷筈 基調 だっ た20 0 1 年 も王子年作 でそ
の価格 を維持 し たことから， 関係者一同 は胸 をな でお
ろ し た。

冒頭 の文章 を裏 付ける一 例とし て， 道 内 で消 費 され
る米 のうち ， 道 産米 が占 める割合が， 20 0 1 年米穀年
度は， 過去最 高の6 0%に達 し た (20 0 1"1: 12月 20 日
付 ， 北海道新聞) ことを紹介 し たい。

さらに， 来年 度は良 食i床 に収誌 性 を兼ね備えた 期待
の新品 種 ‘ な な つぽし ' が登場 し て笑 需 の 評佃i を待 つ
こととな り ， 明 るい 話題 が加わ った。

一方， ト ピ ッ ク 的には酒 米 の新品 種 ψJ亘�' (元 農
水省北海道J�試 ・ 現 北海道J� 業研究セ ンター育成 ・
平 成9 年 度奨 励 品 種) ， ' 1吟風， (北海 道 立 1- 1 1 央 出 試 育
成・ 平 成1 1年 度奨励品種) の評{iJlï が高 まってい る。
「 す っきり し たl味わ い に仕 ヒ がる」 と好評 であ る。

2 病害虫防除推進上の課題

話題 を病害虫防|徐に移 し て， 今 1-1 的 な い く つか の課
題 を紹介 し たい。

一 つは近年 のい もち 病 の多発 であ る。 ‘ きらら 397'
は抵抗性遺伝子 1Pi- i， Pi- /d を， ‘ ほ し の ゆ め' は同
1 Pi-a， Pi- i ，  Pi-/c J を有 す るが きらら397' の栽培
面積拡大 に伴って主要レ ースの変遷 が劇的 に進行 し ，
20 01 年 はい ず れの品種 も侵 す レ ース 037 のみ が検 出
される事態 に至 っ てい る (独行 法人 ・ 東北炭砂|センタ
ー調べ) 。 品種構 成も20 0 11:1ニ は穂 い もち 抵抗性!こI I � や
や弱 の s きらら397' が59%， 同 やや弱 の‘ ほ し の ゆ め'
が26%を占 めてお り ， 気 象 条 件 以 外 の多発 要国 は整
っ てい ることが懸念 されてきた。 そ の心配 が的I� 1 し ，
20 0 0， 0 1年 と連続し て全道 的な 多発 生を見 た ( I�I

1) 。
特に20 0 1年 は， 7 月 下旬 の低温 による出 穂、 の極端

な ば らつきが防除時期j の見極 めを困 難 にさせ， 。llい も
ち の被害が地域によっ ては顕在 化し た。 今 後 の反省材
料であ る。 また， 保ïÆï種 子 やハ ウス周 辺の籾殻使用 に

伴 う早期 多発 の事例が見 られ， 感染源密 度の低下 が今
後の 諜題 である。

害虫 では全国 的 な 問題 とな っ てい る アカヒ ゲ ホソミ
ド リ カスミカメ の多発生 があ る。 残 念 な がら 1 999 年
には産米 に斑 点、米 が多発 し ， 高品質米 生産の気運 に水
を差 し たことは記憶 に新し い。 そ の反 省 か ら， 後述す
るように各 地です く い取 り による発生 予察体制の整備
と↑71報伝達 の効率 化が急がれてい る。 さらに， 11去 作に
伴 うコ ム ギ の栽培rm積増加 による生息 環境の拡大， 地
上 防|徐の方 法の検討な ど の早 期解ー決 を要す る課題 を抱
えてい る。

3 北海道米の将来展望

ところ で， 北海道 では 「 クリー ン農業」 の取 り 組み
を強 化し てい る。 そ の一環 とし て， 1北 のクリーン農
産物J 表示制度 [ YES 1 cJeanJ の事業があ る。 そ れ
は農 業試験場等 が開 発 し た技術を用い て減 農薬 ・ 減 化
学!1目料栽培 を実現 し た生産集団 を認証 し ， そ の農 産物
を消't!(t也 に杭極的 に P R し てい く 仕組み であ る。 これ
は本道独 自 の表示制度で‘ ある。

この事業は 1999 年 から開 始され， 20 0 1年 現在 で9 1
集団 が登録 されるに至 っ てい るが， そ の中 で米 に関 す
る認証 が 18 柴 田 に及ぶ。 い ず れも， 土壌診断と地JJ日
施用 な ど の土づ く り による減化学肥料， 発生 予察 の徹
底 によるj成良薬栽 培 が中核 技術とな ってい る。 「 安心 」
を消 Y!i.者 に!日i ける第 一 歩 とし ての [YES ! c leanJ 認
証 が主 産地を中 心 に平準 化されることが予想 される。
そ の ために病害 虫分野 におい てはい っそ うの高精 度発
生予察 技術の開 発 が強 く 望 まれてい る。

このように， 薄 円 が差 し 始めた本道稲 作であ るが，
依然 とし て予断を許 さぬ将来像 に変わ り はな い とい う
のが関係者 の共通 認識 であ る。 今， 1売 れる米 っ く り J
を目 指 し て， 主産地では様 々 な取 り 組み が強 化されて
い る。

栽猪面 では成苗 化の促 進， 土壌診断 と側 条施肥 によ
る吸収窒素ili: の制御 な らび にリモートセンシ ング によ
る啓蒙， ケ イ般質 資材 の施用促 進な ど， 米粒の 低タン
パ ク 化を笑刻す るための技術が定 着し つつあ る。 さら
に!112放流通 に関 し で も雪仁1 1貯蔵， ライスター ミナル へ
の籾パ ラ出荷 な ど による品 質維持 の取 り 組み が各 地で
行わ れてい る。

本"'1二 で2'. 1三 目 とな る炭 水省 「米 のガイド ライ ンj が
9 月 に示 された。 そ れを受 けて， 本道 での20 02年 に
向 けた市UI] 村の生 産数量 目 標 が設 定され， 各 主 産地で
は今後 も生 き残 り をH届 けた真剣 な努力 が続けられる。

明 るい話1塑 が聞 こえ始めたこ の頃， 我 々 は北海道米
の動向 からし ば ら く 目 が{1111せ な い。
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